
 P ２・３ 令和７年度定時総会開催
 P ４ デジタル推進室紹介／新職員の抱負
 P ５ 素敵な愛顔
 P ６ 我が家のペット自慢／頭の体操
 P ７ シルバーサロン清水町／きよみず句会
 P ８・９ 委員会・講習会・研修会だより　
 P10 理事会の動き
 P11 ふらっと寄り道 
 P12 こちら事務局／編集後記

えがお
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式
典
の
部
で
は
、
門
田
副
理
事
長

の
開
会
宣
言
、
髙
橋
理
事
長
の
挨
拶

に
続
き
、
功
労
者
７
名
・
永
年
勤
続

３
名
・
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
１
名

の
表
彰
を
行
い
、
理
事
長
か
ら
各
個

人
に
感
謝
状
・
表
彰
状
等
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
野
志
市
長
並

び
に
原
市
議
会
議
長
か
ら
ご
祝
辞
を

賜
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
セ
ン
タ
ー
事

業
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
の
も
と
、

日
頃
よ
り
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
賛
助
会
員
の
皆
様
を
ご

紹
介
し
、
最
後
に
被
表
彰
者
を
代
表

し
て
、
正
会
員
の
今
城
幸
男
さ
ん
が

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
審
議
の
部
で
は
、
髙
橋
理
事

長
を
議
長
に
選
任
。
４
議
案
と
１
報

告
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
愛
媛
大
学
社
会
共
創
学

部
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
の

山
本
直
史
准
教
授
よ
り
「
熱
中
症
予

防
法
と
夏
場
を
乗
り
切
る
健
康
体

操
」
と
題
し
て
、
体
操
の
実

演
を
交
え
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

　

講
演
中
に
は
別
室
で
第
２

回
理
事
会
を
開
催
し
、
髙
橋

祐
二
氏
を
理
事
長
に
選
任
、

そ
の
他
３
議
案
に
つ
い
て
も

審
議
、
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
今
回
の
定

時
総
会
の
終
結
を
も
っ
て
退

任
と
な
る
中
野
眞
一
監
事
が

退
任
挨
拶
を
述
べ
た
後
、
新

体
制
の
役
員
一
同
の
紹
介
を

行
い
ま
し
た
。
最
後
に
、
大

野
副
理
事
長
の
閉
会
宣
言
に

よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

定
時
総
会
開
催

功
労
者
表
彰

正
会
員

水
井 

健
太
郎

北
脇 

隆
司

宮
田 

郁
枝

髙
橋 

和
司

今
城 

幸
男

森
田 

光
男

八
木 

雅
人

　
　

 （
欠
席
）

永
年
勤
続
表
彰

脇
本 

久
美
子

　
　
　
（
20
年
）

石
丸 

則
子

　
　
　
（
20
年
）

永
尾 

哲
康

　
　
　
（
25
年
）　

安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
表
彰

『
い
つ
で
も  

ど
こ
で
も  

安
全
意
識　

 

油
断
と
過
信
が
事
故
の
元
』

 

正
会
員　

松
下 

晴
一

令
和
７
年
度

　
６
月
16
日
（
月
）、
松
山
市
民
会
館

中
ホ
ー
ル
で
令
和
７
年
度
定
時
総
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
員
１
７
５
名
が

出
席
し
、
野
志
克
仁
市
長
、
原
俊
司

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
５
名
の
来

賓
を
迎
え
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
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前
監
事

中
野　

眞
一

　
２
期
４
年
の
間
、

任
務
を
遂
行
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験

と
な
り
ま
し
た
。会
員
の
皆
様
の
益
々

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
高
齢
者
の
経
験
と
知
識
・

技
能
を
活
か
す
た
め
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
が
、
今
後
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

監
事

大
森　

健
司

　

当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
の
皆

様
が
長
年
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験

を
活
か
し
て
就
労
さ
れ
、
地
域
社
会

に
貢
献
す
る
素
晴
ら
し
い
活
動
を
さ

れ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
監
事

と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
よ
り
一

層
発
展
す
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

定
時
総
会
に
併
せ
て
、
体
験
型
イ

ベ
ン
ト
「
こ
の
夏
を
乗
り
切
る
体
験

会
！
」
を
開
催
。
デ
ジ
タ
ル
を
活
用

し
な
が
ら
、
健
康
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
楽
し
く
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

■
展
示
ブ
ー
ス

① 
ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
・
ク
ー
ル
ベ
ス
ト
・

ポ
ー
タ
ブ
ル
ク
ー
ラ
ー

②
ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ
試
着
会

③
ち
ょ
こ
っ
と
家
電
＆
冷
感
寝
具

④
リ
メ
イ
ク
工
房（
独
自
事
業
）展
示

⑤
熱
中
症
対
策
ド
リ
ン
ク
試
飲
会

■
イ
ベ
ン
ト

① 

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
／
暑
さ

対
策
！
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
夏
の
知

恵
＆
お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト

② 

人
生
１
０
０
年
時
代
の
ト
リ
セ
ツ
の

会
／「
虫
よ
け
オ
ニ
ヤ
ン
マ
づ
く
り
」

③ 

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
／
「
大
阪
万
博

V
R
体
験
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
相
談
」

退
任
役
員
あ
い
さ
つ

新
任
役
員
あ
い
さ
つ

▲オニヤンマフィギュア作成

▲おにぎり投票

▲アシストスーツ試着会

▲熱中症対策ドリンク試飲会

▲デジタル相談会

▲バーチャル万博

「
デ
ジ
タ
ル
」
を
共
通
言
語
に
地
域
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す

「
デ
ジ
タ
ル
」
を
共
通
言
語
に
地
域
の
交
流
を
深
め
て
い
き
ま
す

猛
暑
に
負
け
な
い
！
暮
ら
し
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
夏
の
体
験
会
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現
在
、
A
I
技
術
の
普
及
・
進
展
な

ど
に
よ
り
、
社
会
が
デ
ジ
タ
ル
化
へ
向

け
て
加
速
度
的
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
業
務
を
委
託
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

お
客
様
の
現
場
で
も
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
従
来
の
仕
事
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
の

波
が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
ま
す
。
旧
態

依
然
と
し
た
方
法
で
は
、
お
客
様
の
要

望
や
期
待
に
沿
え
な
い
ケ
ー
ス
も
生
じ

始
め
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
で
は
、
次

の
３
つ
の
軸
を
掲
げ
て
、
セ
ン
タ
ー
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
が
デ
ジ
タ
ル
時
代

が
さ
ら
に
進
ん
で
も
安
心
し
て
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
を
続
け

ら
れ
る
よ
う
、「
シ
ル
バ
ー
に
よ
る
シ

ル
バ
ー
の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
デ
ジ
タ
ル

化
」
を
目

指
し
て
い

き
ま
す
の

で
、
ご
要

望
や
ご
不

明
な
点
が

あ
り
ま
し

た
ら
、
お

気
軽
に
お

尋
ね
く
だ

さ
い
。

　
　
本
部
業
務
企
画
課
　

　
　
シ
ニ
ア
相
談
ブ
ー
ス

　
　
高
齢
者
就
労
相
談
窓
口
　

　
　
業
務
相
談
員

�

伊
藤　
整
郎

　

令
和
7
年
度
4
月
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
笑
顔
と
感
謝
と

謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
、
体
力
・
気
力
・

知
力
を
衰
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ま

た
、
皆
さ
ま
に
迷
惑
を
お
掛
け
し
な

い
よ
う
に
日
々
意
識
し
て
行
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

の
抱
負

新
職
員

デ
ジ
タ
ル
推
進
室
紹
介

カウンター

本部事務局（2F）

WC（男）

WC（女） EV

階段

総
務
課

総
務
課

デジタル推進室

業
務
企
画
課

業
務
企
画
課

▲デジタル推進室

　
令
和
７
年
度
か
ら
本
部
総
務
課
内
に「
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

３
名
の
人
員
で
構
成
さ
れ
、
松
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組

む
専
任
の
部
署
に
な
り
ま
す
。
取
り
組
む
範
囲
は
、
⑴
事
務
局
作
業
の
効
率
化
・
迅
速
化

を
図
る
「
事
務
局
デ
ジ
タ
ル
化
」　
⑵
現
状
の
会
員
さ
ん
の
作
業
を
よ
り
効
率
化
す
る
「
現

場
デ
ジ
タ
ル
化
」　
⑶
そ
し
て
将
来
に
向
け
た
「
デ
ジ
タ
ル
新
事
業
開
拓
」
と
な
り
ま
す
。

⑴ 事務局デジタル化
事務局作業の効率化・迅速化
→効率化で得た時間で、お客様や
会員さんに対してのケアなど、よ
り人間力を必要とする分野の業務
を充実させます。

⑵ 現場デジタル化
現場の会員さんの作業を
より効率化
→現場の仕事の生産性を向上さ
せ、収益改善を図ります。

⑶ デジタル新事業開拓
将来に向けて新規事業の開拓
→デジタル時代の社会における課
題やニーズにお応えする新事業を
開拓し、お客様への提供するサー
ビス内容の向上や、新たな市場の
創出を目指します。

な
ぜ
「
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
」
新
設

デジタル化の軸
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

虫
よ
け
オ
ニ
ヤ
ン
マ
づ
く
り

　

30
分
の
座
学
の
後
、「
虫
よ
け
オ
ニ

ヤ
ン
マ
づ
く
り
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
始
。
オ
ニ
ヤ
ン
マ
は
体
が
大
き
く

顎
が
強
靭
。
ス
ズ
メ
バ
チ
や
セ
ミ
な
ど

も
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
い
つ

の
間
に
か
「
虫
よ
け
」
の
代
名
詞
に
。

　
ワ
ー
ク
で
は
羽
の
材
料
、
目
玉
、
ビ

ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
が
配
ら
れ
、
説
明

の
後
、
製
作
を
開
始
し
ま
し
た
。
ト
ン

ボ
の
羽
は
透
明
の
プ
ラ
板
。
胴
体
は

祝
箸
に
黒
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
巻
き

付
け
、
オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
黄
色
の
縞
々
は

黄
色
の
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
。
大
き
な
目

玉
は
ビ
ー
ズ
。
こ
れ
ら
を
一
体
に
ま
と

め
る
と
、オ
ニ
ヤ
ン
マ
の
出
来
上
が
り
。

約
1
時
間
ほ
ど
で
参
加
者
全
員
が
完

成
。
作
品
を
手
に
笑
顔
で
講
座
を
終

了
し
ま
し
た
。

人
生
１
０
０
年
時
代
の
ト
リ
セ
ツ

「
80
歳
か
ら
の
生
き
方
教
室
」
開
催
。

30
名
が
交
流
。学
び
、楽
し
み
ま
し
た
!!

　

５
月
21
日
（
水
）
午
後
、「
人
生
１

０
０
年
時
代
の
ト
リ
セ
ツ
」
の
会
主
催

の
第
１
回
講
座
「
80
歳
か
ら
の
生
き
方

教
室
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は

立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
も
入
れ
て
30
名
。

　
「
ト
リ
セ
ツ
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」「
何

を
す
る
会
？
」「
虫
よ
け
オ
ニ
ヤ
ン
マ

を
つ
く
る
の
？
」
…
参
加
者
の
興
味
に

満
ち
た
顔
が
そ
ろ
う
中
で
、
講
座
は

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。　

そ
も
そ
も
「
人
生
１
０
０
年
時
代
の

ト
リ
セ
ツ
」
の
会
と
は
？

　

最
近
テ
レ
ビ
の
『
あ
し
た
が
変
わ

る
ト
リ
セ
ツ
シ
ョ
ー
』が
人
気
で
す
が
、

そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
あ
や
か
っ
て
「
人

生
１
０
０
年
時
代
の
ト
リ
セ
ツ
」
す
な

わ
ち
「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
取
扱
説

明
書
」
と
い
う
わ
け
で
、
人
生
も
終
盤

の
「
80
歳
か
ら
の
生
き
方
を
考
え
、
学

び
楽
し
む
会
」
が
そ
の
名
の
お
こ
り
。

　

参
加
す
る
人
が
今
日
は
講
師
、
次

は
生
徒
と
い
う
関
係
の
中
で
、
こ
れ
ま

で
80
年
近
く
培
っ
て
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

学
び
や
技
能
や
趣
味
な
ど
を
十
二
分

に
生
か
す
機
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
こ
の
春
ス
タ
ー
ト
し
た
会
で

す
。
も
っ
と
言
え
ば
「
老
い
に
学
び
」、

「
老
い
を
楽
し
み
」、「
老
い
を
活
か
す
」

こ
と
を
参
加
者
と
と
も
に
実
践
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

座
学
「
松
山
城
物
語
」

松
山
城
は
風
水
都
市
松
山
の
シ
ン
ボ
ル

　

講
座
の
目
玉
の
１
つ
は
前
半
の
ミ
ニ

講
座
。
今
回
は
当
会
リ
ー
ダ
ー
の
藤
原

宏
次
郎
さ
ん
に
よ
る
「
松
山
城
物
語
」。

　

日
本
の
名
城
百
選
に
選
ば
れ
松
山

観
光
の
肝
で
も
あ
る
松
山
城
は
、
戦

に
備
え
た
平
山
城
。
平
安
京
以
降
、

都
の
都
市
計
画
は
風
水
の
鬼
門
を
封

じ
る
形
で
鎮
護
の
た
め
の
寺
を
配
置

す
る
な
ど
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

えがお

中
世
以
降
の
城
づ
く
り
に
お
い
て
も

風
水
の
鬼
門
を
意
識
し
て
築
城
さ
れ
、

松
山
城
も
ま
た
、
加
藤
嘉
明
が
勝
山

八
幡
を
中
心
に
八
社
に
結
界
を
設
け

て
築
城
し
て
い
ま
す
。
松
山
城
そ
の
も

の
が
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
い
う
わ
け
で

す
。

　

講
師
の
お
話
や
用
意
さ
れ
た
資
料

か
ら
、
江
戸
～
明
治
、
昭
和
、
令
和
の

現
在
ま
で
松
山
城
の
歩
み
を
た
ど
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
遠
い
先
祖
の
知

恵
や
願
い
が
、幾
世
代
も
経
て
今
を
生

き
る
私
た
ち
の
安
寧
や
平
和
に
つ
な

が
っ
て
お
り
、や
っ
ぱ
り
松
山
城
は
市

民
の
誇
り
で
あ
り
、シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
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右の二次元コードからご応募下さい（令和７年８月31日必着）
※応募の個人情報は、粗品発送のみに使用　
※正解はホームページで９月末に発表

タテのカギ
①北海道で一番大きな湖。100kmウルトラマラソン
　を開催
②「○○○とした」とは疑う余地がなく明白なさま
④馬の蹄を守る金属
⑤夫婦でお揃い
⑥キャップとラベルを取れば資源になる
⑨「人民の人民による人民のための政治」の言葉を
　残した大統領
⑩○○○○○は従兄弟のそれぞれの子どもの関係
⑭○○○台、サル○○○
⑯お相撲さんが踏む

ヨコのカギ
①スプーンの日本語。○○を投げる
③軒下に巣を作って子育てする鳥
⑥家族の一員
⑦ゴッホを終生支えた弟の愛称
⑧「あんたがたどこさ」は○○○○歌
⑩英語で「～かもしれない」の表現に使う助動詞。(might）
⑪日本では演芸やお笑いのジャンルの寸劇
⑫N極が指す方向
⑬全国生産量の９割以上を大分県が占めるという柑橘
⑮○○○の不養生
⑯後部座席でもしっかり締めて
⑰ラピスラズリのような色の和名
⑱とうもろこし。○○○スープ、ポップ○○○

「
我
が
家
の
ペ
ッ
ト
自
慢
」
で
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
と
一
緒
の
写
真
を
載
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

詳
細
は
事
務
局
会
報
担
当
／
矢
野
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

我
が
家
の
ペ
ッ
ト
自
慢

正解者の中から抽選で
10名に粗品進呈

カギを参考にマスを埋めて下さい。
黄色のマスの文字を並べ替えると
ある言葉になります。

【ヒント】
聞こえてきたら浮き足立っちゃう

① 　 ②　 　 ③ ④ ⑤

　 ⑥　 　 　 　 ⑦ 　

⑧ ⑨　 　 　 　 ⑩　 　 　

⑪　 　 　 ⑫　 　 　

⑬　 　 ⑭　 　 ⑮ 　 　

⑯　 　 　 　 　 　 　

⑰ 　 　 　 　　 ⑱　 　 　

頭 の 体 操

かまってチャンの男の子「ちび」です。
抱っこしてくれるまで、鳴き続けます。

一度抱っこすると、
収まりの良い体勢でねむねむ。

可愛い！ 乗松幸子

ちび（12歳）
男の子

くーた（17歳）男の子

我が家の愛犬、「くーた」 は17歳になる
ミニチュアダックスです。いつも利用していた
釣り船の船長さんの家から生後２ヶ月で

福島家の家族になりました。足腰は弱くなり、
目や耳、鼻もだんだん利かなくなってきました。
でも、そんな姿も愛おしく、家族みんなで

優しく見守っています。若い頃は、元気いっぱいに
走り回っていた 「くーた」。今はゆっくりした時間を
大切に、一日一日を穏やかに過ごしています。

これからも、少しでも長く私たちの側にいてほしい。
「くーた」、ずっと一緒にいようね。

福島壮一
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（
順
不
同
）

六
月

　

サ
ロ
ン
で
麻
雀
が
始
ま
っ
て
か
ら
約

６
年
、
当
時
は
ほ
と
ん
ど
男
性
の
方
ば

か
り
で
人
数
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
登
録
し
て

い
る
メ
ン
バ
ー
が
30
人
ほ
ど
で
、
７
割

以
上
が
女
性
と
の
こ
と
で
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
麻
雀
を
始
め
る
30
分

前
に
は
一
階
ロ
ビ
ー
に
集
ま
り
、
雑
談

を
し
た
り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
、
和

気
あ
い
あ
い
と
〝
お
茶
の
時
間
〟
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

麻
雀
倶
楽
部
を
こ
こ
ま
で
引
っ
張
っ

て
こ
ら
れ
た
猪
木
清
美
さ
ん
は
、「
単

に
麻
雀
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
こ
の

〝
お
茶
の
時
間
〟
を
必
ず
確
保
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
を
作
り
、
こ
れ
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
雑
談
を
す
る

中
で
、
皆
さ
ん
の
今
日
の
健
康
状
態
な

ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
ゲ
ー
ム
の
開
始
時

間
。「
ポ
ン
」、「
チ
ー
」、「
上
り
！
」、

「
親
の
満
貫
！
」、「
え
ぇ
ー
」、「
お
ー
」

･･･

。
ゲ
ー
ム
中
も
お
話
を
し
な
が
ら

和
気
あ
い
あ
い
と
進
ん
で
い
き
ま
す
。

最
後
に
猪
木

さ
ん
か
ら
、

今
回
は「
麻
雀
倶
楽
部
」の

ご
紹
介
で
す

シ
ル
バ
ー

サ
ロ
ン
清
水
町

　

俳
句
入
門
教
室
「
き
よ
み
ず
句
会
」
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日
、

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で
で
虫
よ
雨
樋
伝
い
何
処
へ
ぞ	

翠

本
日
は
誰
と
も
話
さ
ず
蝸
牛	

流
水

プ
ラ
ン
タ
ー
の
な
す
実
り
良
し
理
髪
店	

け
い

か
た
つ
む
り
濡
れ
た
一
葉
が
主
な
り	

じ
ゅ
ん

草
影
に
母
子
と
見
ら
れ
る
か
た
つ
む
り	

椿

で
で
む
し
や
昭
和
時
代
の
寄
進
石	

千
鳥

学
校
へ
辿
り
着
く
日
や
蝸
牛	

ま
る

鼓
虫
や
友
逝
く
夕
に
茶
を
立
て
る	

芲
勝
美

蝸
牛
今
日
も
あ
ら
が
う
億
劫
を	

千

風
よ
り
も
少
し
遅
れ
て
蛍
飛
ぶ	

ひ
ろ
こ

窮
屈
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
蝸
牛	

竜
胆

サロン活動の内容や
教室の日程など、
お問い合わせは

企画係
☎９３３―７３７３

　矢野まで 

「
手
先
も
使
う
し
集
中
力
も
養
え
る
。

な
に
よ
り
笑
顔
が
増
え
て
健
康
に
な

る
ん
で
す
よ
」
と
の
お
話
を
伺
い
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
間
近
に

み
て
、
納
得
の
取
材
を
終
え
ま
し
た
。
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● 

第
６
次
中
・
長
期
計
画
策
定
検
討

委
員
会
の
再
開

　

令
和
６
年
度
第
６
回
理
事
会
に
お

い
て
再
開
が
決
議
さ
れ
、
令
和
７
年

５
月
８
日（
木
）第
３
回「
第
６
次
中
・

長
期
計
画
策
定
検
討
委
員
会
」
を
開

催
し
左
記
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
委
員
さ
ん
を
紹
介
後
、

本
委
員
会
の
委
員
長
及
び
副
委
員
長

を
選
任
、
委
員
長
に
門
田
委
員
、
副

委
員
長
に
宇
野
委
員
が
選
任
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

【
議
題
】

⑴ 

委
員
会
再
開
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
⑵ 

主
要
課
題
の
現
状
把
握
と
あ
る
べ

き
将
来
像
の
検
討
結
果
に
つ
い
て

⑶ 

新
た
に
計
画
に
掲
げ
る
べ
き
事
案

に
つ
い
て

⑷ 

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
に
係
る

委
員
提
言
等

⑸ 

「
計
画
」の
編
集（
構
成
）に
つ
い
て

⑹ 

そ
の
他

　

今
後
の
委
員
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

基
づ
き
令
和
７
年
度
末
で
の
最
終
確

定
を
承
認
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

● 

正
会
員
の
活
動
の
在
り
方
等
検
討

委
員
会

　

令
和
７
年
４
月
30
日
（
水
）
第
１

回
「
正
会
員
の
活
動
の
在
り
方
等
検

討
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
下
記
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
委
員
の
皆
さ
ん
に
委
嘱
状

を
交
付
後
、
委
員
長
及
び
副
委
員
長

を
選
任
、
委
員
長
に
石
川
委
員
、
副

委
員
長
に
大
野
委
員
が
選
任
さ
れ
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

【
議
題
】

⑴
委
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

⑵ 

就
業
し
て
い
る
会
員
さ
ん
の
実
態

と
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

⑶ 

就
業
ル
ー
ル
策
定
の
是
非
に
つ
い
て

⑷
そ
の
他
（
意
見
交
換
）

　

初
め
に
、
事
務
局
よ
り
本
委
員
会

を
設
置
し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
高
齢
化
に
よ
り
就
労
目

的
の
多
様
化
が
進
む
な
か
で
会
員
さ

ん
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
、
会
員
さ

ん
自
ら
が
提
唱
し
、
皆
で
当
セ
ン
タ
ー

の
活
動
を
再
構
築
す
る
機
会
を
設
け

る
た
め
、
今
後
は
議
題
に
沿
っ
て
検
討

協
議
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

●
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

　

令
和
７
年
４
月
23
日（
水
）に
第
１

期
「
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
」
を
開

催
し
左
記
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
委
員

の
委
嘱
と
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の

選
任
、
委
員
長
に
大
野
委
員
、
副
委

員
長
に
石
川
委
員
が
選
任
さ
れ
議
事

に
入
り
ま
し
た
。
ま
た
、
議
題
と
し

て
取
り
上
げ
た
経
緯
を
説
明
後
顧
問

弁
護
士
の
岡
崎
充
隆
氏
か
ら
、
就
業

に
係
わ
る
職
員
向
け
及
び
会
員
向
け

に
関
す
る
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

の
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
議
題
１
】　

⑴ 

令
和
６
年
度
活
動
報
告
及
び
事
故

発
生
状
況
に
つ
い
て

【
議
題
２
】

⑵
令
和
７
年
度
事
業
計
画

　

① 

「
安
全
・
適
正
就
業
」
推
進
基

本
計
画

　

② 

正
会
員
の
在
り
方
検
討
委
員
会

活
動
に
つ
い
て

　

③ 

シ
ル
バ
ー
会
員
就
業
支
援
事
業

に
つ
い
て

【
議
題
３
】

委
員
会
・
講
習
会
・
研
修
会
だ
よ
り

委
員
会
・
講
習
会
・
研
修
会
だ
よ
り

▲門田委員長

▲石川委員長
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６
月
27
日（
金
）

　

•

実
技
・
清
掃（
愛
媛
県
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　

９
時
30
分
か
ら
15
時

　

参
加
者　

14
人

　

今
年
度
は
剪
定
講
習
会
を
2
回
開

催
し
21
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
女
性
会
員
活
動
活
性
化
委
員
会

　

令
和
７
年
５
月
12
日
（
月
）
に
第

１
回
女
性
活
動
活
性
化
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
初
め
に
任
期
満
了
に

伴
う
委
員
の
委
嘱
、続
い
て
委
員
長
・

副
委
員
長
の
選
任
を
行
い
、
委
員
長

に
赤
尾
委
員
、
副
委
員
長
に
赤
松
委

員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
７
年
度
の
女
性
委
員
会
活
動
計

画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
ま
し
た
。

●
営
業
推
進
実
行
委
員
会

　

令
和
７
年
５
月
12
日
（
月
）
に
開

催
し
た
第
１
回
「
営
業
推
進
実
行
委

員
会
」
で
は
、
令
和
６
年
度
の
派
遣

事
業
、
職
業
紹
介
事
業
の
実
績
報
告

（
Ｒ
６
・
４
～
Ｒ
７
・
３
）
が
あ
り
、

派
遣
事
業
で
は
、
前
年
対
比
１
０

５
％
、
就
業
延
べ
日
数
ベ
ー
ス
で

95
・
５
％
、
職
業
紹
介
事
業
は
、
就

職
人
数
53
人
（
前
年
51
人
）
と
の
報

告
を
受
け
、
派
遣
事
業
に
お
い
て
は
、

就
業
延
べ
実
績
の
拡
大
を
課
題
と
し

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
７
年
度
の
派
遣
・

職
業
紹
介
の
数
値
目
標
並
び
に
顧
客

満
足
度
の
向
上
に
関
す
る
こ
と
、
派

遣
会
員
の
安
全
と
健
康
の
推
進
に
関

す
る
こ
と
、
就
業
及
び
契
約
の
適
正

化
に
関
す
る
こ
と
、
求
人
開
拓
に
関

す
る
こ
と
、
適
正
な
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
令
和
７
年

度
の
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
、
最
後
に
３
月
に
開
催
し
た

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
の
た
め
の
し

ご
と
・
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

⑴ 

就
業
に
係
わ
る
個
人
情
報
保
護
に

つ
い
て

　

講
師
：
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　

顧
問
弁
護
士

　
　
　
　
「
椿
法
律
事
務
所

　

岡
崎 

充
隆 

氏
」

■
第
一
回
巡
回
指
導

　

６
月
18
日
（
水
）

①
松
山
市
和
泉
自
転
車
保
管
所

　

和
泉
自
転
車
保
管
所
外
管
理
業
務

②
大
街
道
駐
輪
場

　

大
街
道
駐
輪
場
管
理
運
営
業
務

　

市
内
2
カ
所
の
継
続
業
務
現
場
で

の
就
業
内
容
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
6
月
1
日
に
施
行
さ
れ
た

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
に
伴
う
注
意

喚
起
と
就
業
現
場
で
の
体
制
整
備
に

つ
い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

■
剪
定
講
習
会
（
第
１
回
）

　

４
月
24
日（
木
）
９
時
か
ら
15
時

　

•

北
条
福
祉
事
務
所
／
聖
カ
タ
リ
ナ
高
校  

　

参
加
者　
７
人

■
剪
定
講
習
会
（
第
２
回
）

　

６
月
26
日（
木
）

　

•

座
学
（
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　

9
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

　

•

実
技
・
清
掃（
愛
媛
県
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

　
　

13
時
か
ら
15
時

▲和泉保管所▲大街道駐輪場
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令
和
７
年
度
第
１
回
理
事
会
を
開
催

　

令
和
７
年
５
月
21
日
（
水
）
に
松

山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

第
１
回
理
事
会
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

各
議
案
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

●
議
案
審
議

■
第
１
号
議
案
「
令
和
６
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」

　

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
、
並
び
に
監
事
に
よ
る
監
査

報
告
。

■
第
２
号
議
案「
国
の
新
規
事
業『
シ

ル
バ
ー
会
員
就
業
支
援
事
業
』
の
受

託
に
つ
い
て
」

　

厚
生
労
働
省
新
規
事
業
「
シ
ル

バ
ー
会
員
就
業
支
援
事
業
」
へ
の
企

画
応
募
を
し
た
結
果
、
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
伴
う
、
事
業
の
実
施
及
び
収

支
の
計
上
。

■
第
３
号
議
案
「
令
和
７
年
度
収
支

補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」

　

令
和
６
年
度
決
算
に
よ
り
確
定
し

た
令
和
６
年
度
正
味
財
産
等
期
末
残

高
を
令
和
７
年
度
期
首
残
高
へ
、
国

の
新
規
事
業
の
収
支
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
補
正
。

■
第
４
号
議
案
「
令
和
７
年
度
定
時

総
会
に
付
議
す
べ
き
議
案
に
つ
い
て
」

　

定
時
総
会
に
付
議
す
べ
き
議
案
と

報
告
事
項
の
提
案
。

　

以
上
の
４
議
案
に
つ
い
て
審
議
の

上
決
議
。

●
報
告
事
項

　

定
款
第
24
条
第
５
項
に
よ
る
理
事

長
・
副
理
事
長
及
び
常
務
理
事
の
職

務
の
執
行
状
況
報
告
、
事
業
運
営
会

議
報
告
、
及
び
事
務
局
報
告
（
正
会

員
の
入
会
承
認
報
告
、
第
６
次
中
・

長
期
計
画
策
定
検
討
委
員
会
実
施
報

告
、
正
会
員
の
活
動
の
在
り
方
等
検

討
委
員
会
実
施
報
告
、
定
時
総
会
事

項
報
告
）
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
。

４
月
末
時
点
の
会
員
数
２
０
８
３
名

（
前
年
同
月
比
33
名
減
）

人
事
異
動

【　

】
内
は
旧
所
属
又
は
職
名

■
昇
任
／
令
和
７
年
７
月
１
日

　

▽
玉
井　

美
緒

　
　

 

北
条
福
祉
事
務
所
通
所
介
護
係
長

　
　
【
通
所
介
護
係
主
任
】

　

▽
西
森　

潤
子

　
　

 

北
条
福
祉
事
務
所
通
所
介
護
係

主
任

　
　
【
通
所
介
護
係
】

■
退
職
／
令
和
７
年
６
月
30
日

　

▽
金
子　

史

　
　

 【
北
条
福
祉
事
務
所
通
所
介
護
係
長
】

▲第１回理事会の様子

募
集
中
!

募
集
中
!

投稿
表
紙
の
写
真
や
「
会
員
の
広
場
」

へ
の
投
稿
を
募
集
中
で
す
。

詳
細
は
業
務
企
画
課
・
矢
野
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事
務
局
だ
よ
り
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熱
中
症
予
防
の
麦
茶
を
ぶ
ら
下
げ

て
街
に
出
た
。
松
山
人
が
誇
り
に
し

て
い
る
松
山
城
、そ
の
麓
の
街
「
ロ
ー

プ
ウ
ェ
ー
商
店
街
」
に
ふ
ら
っ
と
寄

り
道
し
た
。

　

街
に
は
、和
楽
器
店
、ア
ン
テ
ィ
ー

ク
店
、
飲
食
店
、
土
産
物
店
等
が
ず

ら
っ
と
建
ち
並
ぶ
中
に
、
城
門
か
と

見
間
違
え
る
程
の
立
派
な
「
松
山
東

雲
学
園
校
門
」
が
目
を
引
く
。

　

最
近
、
商
店
街
で
は
外
国
人
観
光

客
が
や
た
ら
多
い
。

　

校
門
を
見
て
、
直
ぐ
東
側
は
歩か

行ち

町ま
ち

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
明
治
38
年
に

強
大
な
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
日
本
を

守
っ
た
偉
人
、
秋
山
兄
弟
生
誕
地
が

あ
る
。
庭
に
は
公
益
財
団
法
人
常
盤

同
郷
会
に
よ
る
兄
弟
の
銅
像
が
向
か

い
合
っ
て
建
っ
て
い
る
。

　

商
店
街
に
戻
り
松
山
城
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
東
雲
口
駅
舎
に
立
ち
寄
っ
て

み
た
。
大
人
片
道
運
賃
２
７
０
円
、

往
復
５
２
０
円
。
松
山
市
民
で
満
65

歳
以
上
の
人
は
、
身
分
証
明
書
が
あ

れ
ば
無
料
で
乗
れ
る
。

　

駅
舎
を
出
て
北
東
へ
40
ｍ
程
進
む

と
松
山
城
を
築
城
し
た
「
加
藤
嘉
明

公
騎
馬
像
」
が
建
っ
て
い
る
。

　

更
に
そ
の
先
15
ｍ
左
に
は
東
雲
神

社
へ
上
る
２
０
０
段
の
急
こ
う
配
の

階
段
が
あ
る
。
途
中
に
雌
雄
２
本
の

「
ナ
ン
ジ
ャ
モ
ン
ジ
ャ
の
木
」
が
あ

り
、
５
月
に
は
白
雪
の
よ
う
な
花
を

咲
か
せ
る
。
長
者
ケ
丘
に
建
つ
東
雲

神
社
に
は
、
伊
豫
松
山
藩
久
松
家
の

藩
祖
が
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

階
段
を
下
り
て
き
た
辺
り
を
「
毘

沙
門
阪
」
と
い
う
。
道
を
跨ま

た

い
だ
歩

道
の
上
に
、
正
岡
子
規
が
明
治
28
年

９
月
に
「
牛
行
く
や
毘
沙
門
阪
の
秋

の
暮
」
と
詠
ん
だ
句
碑
が
あ
る
。

　

毘
沙
門
阪
を
北
（
日
赤
方
面
）
へ

一
筋
下
が
っ
た
右
角
に
土
屋
鮮
魚
本

店
が
あ
り
、
そ
の
北
側
の
路
地
を 

東
へ
入
る
と
東
雲
公
園
が
あ
る
。 

そ
こ
は
昭
和
30
年
に
埋
め
立
て
ら
れ

る
ま
で
は
松
山
城
の
外
堀
の
一
部

（
土か

わ
ら
け器
堀ぼ

り

跡あ
と

）
で
あ
っ
た
。
外
堀
は
、

公
園
か
ら
そ
の
ま
ま
東
へ
電
車
路
も

越
え
て
持
田
町
ま
で
伸
び
、
松
山
地

方
気
象
台
の
や
や
東
で
直
角
に
南
へ

曲
が
り
、
松
山
東
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
西
側
を
直
進
、
松
山
商
業
高
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
北
側
を
抜
け
る
辺
り
ま

で
掘
り
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
元げ

ん

和な

元
年
（
１
６
１
５
年
）
大
坂
夏
の
陣

で
豊
臣
氏
が
滅
ん
だ
の
を
機
に
外
堀

の
建
設
は
中
止
さ
れ
た
。
想
像
を
超

え
る
大
規
模
な
外
堀
で
あ
っ
た
。

　

今
日
の
散
歩
は
、
東
雲
神
社
の
毘

沙
門
堂
に
昔
か
ら
棲す

ん
で
い
る
と
い

う
毘
沙
門
狸
に
手
を
引
か
れ
て
案
内

さ
れ
た
心
地
で
あ
る
。
次
回
は
松
山

城
に
寄
っ
て
み
よ
う
。

ふ
ら
っ
と
寄
り
道

④ナンジャモンジャの木⑤毘沙門阪の
子規句碑

連載

 01

毘び

沙し
ゃ

門も
ん

阪ざ
か

界
隈

①松山東雲学園校門

③加藤嘉明公
騎馬像 ②秋山兄弟

（生誕地）

寄り道ルート
約 2㎞　約 60分

2

3
4 5

1
大街道北口

松山商業高校
グラウンド

東
雲
神
社

東雲公園
（土器堀跡）

松山東
高校

松山気象台
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4
月
22
日
、
事
務
局
職
員
を
対
象

に
個
人
情
報
保
護
の
必
要
性
に
つ
い

て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

個
人
情
報
は
本
人
の
持
ち
物
で
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
は
そ
の
持
ち
物
を
お

預
か
り
し
て
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
個
人
情
報
を

適
切
に
取
り
扱
う
こ
と
は
セ
ン
タ
ー

と
し
て
当
然
の
社
会
的
責
務
で
す
。

以
上
の
観
点
か
ら
個
人
情
報
保
護
法

に
お
け
る
個
人
情
報
の
定
義
、
情
報

資
産
、
個
人
情
報
保
護
方
針
等
に
つ

い
て
研
修
を
行
い
、
そ
の
管
理
の
必

要
性
に
つ
い
て
学
び
、
事
務
局
職
員

と
し
て
の
個
人
情
報
漏
洩
防
止
策
と

し
て
、対
応
ル
ー
ル
・
手
順
の
確
認
・

見
直
し
等
、
注
意
喚
起
・
教
育
を
徹

底
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
事
務
局

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
夏

と
い
え
ば
、
最
も
注
意
が
必
要
な
の

が
「
熱
中
症
」
で
す
。
厚
労
省
の
調

査
で
は
、
職
場
で
の
熱
中
症
に
よ
る

死
亡
災
害
が
２
年
連
続
で
30
人
レ
ベ

ル
に
な
り
、
死
亡
災
害
に
至
る
割
合

も
他
の
災
害
の
約
５
～
６
倍
と
非
常

に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

状
況
を
踏
ま
え
、
令
和
７
年
６
月
１

日
に
改
正
労
働
安
全
衛
生
規
則
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
熱
中
症
の
お
そ
れ

が
あ
る
労
働
者
を
早
期
に
見
つ
け
、

そ
の
状
況
に
応
じ
迅
速
か
つ
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
に
よ
り
、
熱
中
症
の

重
篤
化
を
防
止
す
る
た
め
の
対
応
を

事
業
者
に
義
務
付
け
る
も
の
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
も
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
具

体
的
な
内
容
は
、
チ
ラ
シ
や
ス
マ
ス

マ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
会

員
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。『
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は

「
安
全
」
が
全
て
に
優
先
し
ま
す
。』

を
合
言
葉
に
生
涯
現
役
を
目
指
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

（
Ｕ
）

　

前
回
の
シ
ル
バ
ー
松
山
「
春
季
号
」

に
掲
載
し
た
「
頭
の
体
操
」
の
正
解

は
イ
チ
ゴ
ガ
リ
で
し
た
。
ご
応
募
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
正
解
者
の

う
ち
左
記
の
方
（
10
名
）
に
粗
品
を

進
呈
し
ま
す
。

URL https://m
-Silver.sakura.ne.jp/

【
当
選
者
（
敬
称
略
）】

日
野　

勲
、向
井
正
治
郎
、山
田
幸
治
、

伊
藤
整
郎
、
藤
原
桂
三
、
名
楽
晴
美
、

松
尾
喜
代
香
、小
野
尚
一
、赤
坂
宏
光
、

福
山
み
ど
り

編
集
後
記

① ②　 ③ 　 ④　 ⑤ ⑥

⑦　 　 ⑧　 　 　 　

⑨ 　 　 　 　 　 　 ⑩　

　 ⑪　 　 　 ⑫　 　

⑬ ⑭　 　 　 ⑮　 　 　

⑯　 　 ⑰　 　 　 　 　

⑱ 　 　 　 　　 　 　 　

ン

　
カ
ド
ウ
リ
ツ

ダ
ウ

　ー

　
ウ

シ
ヨ
ウ
ガ
ク
キ
ン

イ
シ
ユ

　
シ
タ
ジ

　
コ
サ
ツ

　
タ
ウ

ウ
オ
ゴ
コ
ロ

　
ユ

ト
シ
ン

　
エ
イ
チ

リ

　
ゼ
ン
チ
ヨ
ウ

頭
の
体
操
・
前
回
の
答
え

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る

職
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

ま
た
、
４
月
28
日
に
は
、
ネ
ッ
ト

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
研
修
を

実
施
し
、
職
場
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
特
に
パ
ソ
コ

ン
使
用
で
の
注
意
事
項
に
つ
い
て
。

日
常
業
務
中
の
離
席
時
や
パ
ソ
コ
ン

の
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
お
そ
れ
の
あ
る

時
の
対
応
に
つ
い
て
な
ど
、
個
人
情

報
の
漏
洩
を
防
ぐ
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
防
止
策
を
徹
底
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。


